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１．研究計画の概要 

本研究の目的は、患者、看護職、医療コスト

という３方向に効果のある、透析看護職向けの

患者教育プログラムを学ぶための学習システム

の開発と評価である。 

３方向効果の内、患者側効果とは、セルフマ

ネジメント行動の向上、自己効力の向上などで

あり、看護職側効果とは、行動変容に対する知

識・能力の向上、教育能力・コンピテンシーの

向上などであり、医療コスト効果とは患者のセ

ルフマネジメント向上による透析回数の減少、

薬剤使用、看護職が患者教育に費やす時間の減

少などのことである。 

 

２．研究の進捗状況 

（１）患者に関する研究：EASEプログラムの効

果について先行文献から分析した。その結果、

EASEプログラムに関する論文は94論文であり、

効果は 88.6%であることが明らかになった。メ

タ分析からも EASE プログラムの方法論である

認知行動療法が効果的であることが確認された。 

さらに、近年透析患者だけでなく慢性腎臓病

（CKD）患者のセルフマネジメントが重要視され

ていることから、CKD患者におけるEASEプログ

ラム（実験群）と従来の患者教育（対照群）の

効果について比較分析することを目的とした研

究を実施した。介入群は18名、対照群11名で

あった。結果として、群内比較，群間比較とも

１/Cr，eGFR ともに統計的な有意差は認められ

なかった。しかし、介入群のセルフマネジメン

ト行動は，対照群では変化がなかったが、実験

群では介入前より後の方が有意に向上した。自

己効力感は介入群における介入前後の中央値は

上昇しており，対照群は低下していた。EASEプ

ログラムのセルフマネジメント行動の向上が見

られたため、対象者を増やしたり、EASEプログ

ラムを正確に実施することにより、今後、検査

データの改善が期待できると思われる。 

（２）看護職に関する研究：看護職に提供する

学習システムの定義を明らかにするために、先

行文献から透析看護における患者教育の定義と

必要な要素を明らかにした。さらに、看護者向

けの患者教育学習システムを開発する前段階と

して、看護師にEASEプログラムを学んでもらい、

どのような方法が学びやすいかを明らかにする

ために、看護師に対してEASEプログラムの説明



会を開催して、実際にEASEプログラムを実施し

てもらった。 

（３）医療コストに関する研究：CKD ならびに

透析患者に対して看護職が行う患者教育のセル

フマネジメント支援技術の概要についてまとめ

た。その結果、CKD患者にEASEプログラムを活

用すれば、年間400 億円の医療費削減が期待で

きることが明らかになった。さらにCKD 保存期

患者に EASE プログラムを行い、EASE プログラ

ム介入における費用分析を行った。１８例の結

果、12 週間の EASE プログラムにかかる CKD 患

者1人あたりの平均費用は，19,387円であった。

前述の通り、患者に関する研究では、EASEプロ

グラム群におけるセルフマネジメント行動の向

上が見られたため、今後透析治療の延期が可能

となれば、直接的医療費はもちろん、間接医療

費も軽減し，医療費削減への貢献が期待される。  

 

３．現在までの達成度 

 ②おおむね順調に進展している。その理由は

以下の通りである。 

３方向効果の内、患者側効果として、透析患

者には EASE プログラムが 89％近い効果がある

ことが明らかになった。また、CKD 患者のセル

フマネジメント行動は，従来教育群である対照

群では変化がなかったが、EASEプログラム群は

介入前より介入後の方が有意に向上することが

明らかになったからである。 

しかし、看護職側効果では、看護師に EASE

プログラムを学んでもらっているものの、学習

システムに必要な要素は明らかになっておらず、

この点はやや遅れているといえる。 

医療コストに関する研究では、CKD 患者に

EASEプログラムを活用すれば、年間400億円の

医療費削減が期待できることが明らかになった。 

以上のことから、看護職側に関する研究以外は、

患者側・医療者側の研究共におおむね順調に進

展していると判断できる。 

 

４．今後の研究の推進方策 

看護者側の効果を明らかにする研究を中心的に

行いたい。具体的には、看護者向けの患者教育

学習システムを開発するために、実際に EASE

プログラムを実施した看護者に対して半構成的

面接を行い、その内容からシステムに必要な抽

出する。 

 

５. 代表的な研究成果 
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